ある 具体的な、 ありのままの 自然 そのものに 直接 そつ 

は 

くリ 当て嵌められる ような もの は ほとんどない とも 云 

われる。 「A が あれば B が 生ずる」 というよ うな 簡単 

な 言葉で 云い 表わして ある 方 則に は、 通例 「ただ A だ 

けがあって その他の 因子， A だ …… 等がないならば」 と 

いう 意味 を 含めて ある。 例えば 「落体が ある 場所で 

九 • 八メ— トル \ 秒 秒の 加速度 を もって 垂直に 落下す 

る」 というの でも、 実は 地球の 重力の み 働き 空気の 抵 

抗ゃ 電気 磁気な どの 作用がない とした 場合の 事で ある。 

し か るに 実際 物体 を 落す 場合に 完全な 真空 で 完全に 他 

の 力 を 除外して 実験す る 事 は なかなか 面倒で ある。 実 



際 重力 加速度 g を 定める に はこの ような 直接の 方法に 

よらず、 却って 間接に 振子の 週期と 長さから 定め、 空 

気の 抵抗の 影響 は 必要に応じて 理論から 計算した 補正 

で 除去す る 事が 出来る ので ある。 天体の 影響な ど は 云 

う に 足らぬ し、 普通 の 場合なら ば 電気 や 磁気の 影響 は 

小さいで あろうが、 しかし もし 不注意に も 鉄の 振子 を 

強い 磁石の 傍で 振らせたり、 あるいは 軽い 振子の 場合 

に 箱の ガラスが 荷電して いたりして は 決して 正しい 結 

果は 得られる はず はない。 箱の 中で なく 風の ある 部屋 

でむき 出しの 振子 を 振らせても 同様で ある。 それで 一 

つの 方 則 を 実験しょう というならば、 その実 験 を 支配 



い。 多数の 学者 ことに 教育者の 側から 見れば 不都合な 

点 も 多く あるか もしれ ないし、 自分で も 十分に 意を尽 

さぬ ために 誤解 を 生じ はせ ぬかと 思う 点 も あるが、 と 

しる しっせい 

も かく も 思う まま を 誌して 大方の 叱正 を 待つ ので ある 

(大正 七 年 六月 『理 学界』) 
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